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1.山王遺跡

2.比恵遺跡群

3.那珂遺跡群

4.雀居遺跡

5.東那同遺跡

6.那珂君休遺跡
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Fig.3 調査区周辺測量図(1/500)
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Fig.4 遺構全体図(1/100)
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遺跡は福岡市中央に位置する福岡平野の中央部、御笠川・那珂

川などの河川によって形成された阿蘇火山灰起源の低台地上に立

地する。周辺には比恵那珂遺跡群・雀居遺跡など弥生時代の大集

落が広がり、南西120m程には古代の官道（東門ルート）が通じる

地域である。

調査区はこの山王遺跡の南東部、御笠川に近く、現地表高5.9m

で、地下20cm程の阿蘇火山灰起源の鳥栖ローム上面が遺構検出面

となる。

建物基礎解体時の撹乱が著しく、全容を明らかにし難いが、検

出した遺構は弥生時代中期不整形土墳1基・溝l条・土壌l基、後

期初頭竪穴住居l戸・溝1条・、古墳時代後期土墳1

基・溝1条、平安時代末期井戸1基ほか柱穴多数を検

出し、弥生時代～平安時代の集落であることを確認

した。

遺物は、各遺構から弥生土器・石器・土製品・土

師器・須恵、器・貿易陶磁器などコンテナ3箱分を検出

している。

撹乱の間隙に深さ30cm程の黒褐色の包含層が部

分的に遺存しており、士墳や多くの柱穴は深さ30cm

程の竪穴住居の残存と考えられ、遺跡の密度は高

い。また、別の柱穴の底面中央に長さ18cmの石剣切

先を据えた状態で検出した。弥生時代前期末～中

期初頭と考えられる。

平安末期の井戸は径90cmと70cmの2段掘りとなっ

ており、検出面から深さ2.7mまで遺存する。下段の

1.25m分は木桶の井筒と思われるが腐朽している。

検出面より1.5m下が八女粘土との境で湧水面とな

る。内部より鍔付きの石鍋と丸底土師器杯を検出し

II. 調査の記録

1. 調査の概要

た。

以上、弥生時代中期前半以降を中心として、平安

時代までに至る集落であり、南西の比恵遺跡群の集

落に連なるものと考えられる。

Ph.l 調査区周辺（南西から）

￥ 

Ph.2 調査区南部全景（南西から）

Ph.3 調査区北部全景（南西から）
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2. 弥生時代の調査

弥生時代の遺構は本調査区の中心をなすもので中期前半・後期初頭を主に、調査区南半部に集中する。

柱穴の大部分は該期に属する。遺物は前期後半から中期後半までを含む。

1 ）.竪穴住居SC03(Fig.5 Ph.4～6) B4グリッドに位置し、方形プランと思われ大半を撹乱に切られ周壁

は西壁が残るのみである。 SX02・ SD04を切っており、下面にSD04の一部が遺存する。現況で4.5＋α

×3.0＋αm・深さ25cm程で、四柱式と思われ柱聞で3.1×2.3mを測る。方位はN-18° -Wにとる。柱径

22～32cm深さ45cm程。覆土は黒褐色粘質士で、上面を灰褐色砂質士の中世層が覆う。遺物は床から15cm程

浮いて聾2点・壷l，点の弥生土器が潰れた状態で検出された。

出土遺物（Fig.6Ph.8）。 1は平底の短頚査で、 1/2が残存。口径13.6器高28.2cmを測る。口縁は外方に若

干肥厚し2条浅い沈線を施す。口縁内外はヨコナデ・胴部外面はタテハケ後緩いナデ・内面は全面ナデ。

外底脇は若干くぴれる。外面鈍い黄桂色・内面樟色。胎土に粗い砂粒を多量に含む。 5も同形で外面にタ

テハケ・内面にタテ板ナデ後指頭圧痕が残る。明黄褐色。胎士に粗い砂粒を多く赤色粒を少量含む。 2～

4は輩。 2は口径18.2器高16.9cmを測る。如意形口縁で口唇内面が肥厚する。口縁内外はヨコナデ・胴部外

面はケズリ様のタテ板ナデ・内面はナナメ板ナデ。整形は粗く、器形は前期に似るが外底脇はくびれず丸

みをおびる。外面上位鈍い黄櫨色・下半被熱で桂色・内面黒褐色。胎土に粗い砂粒を多量に含む。 1/2が

残存。 3は「く」字口縁で頚部内面が稜を成す。口径21.4器高30.3cmを測る。最大径は胴中位にある。口縁

内外はヨコナデ・胴部外面はタテハケ・内面はナデ。外底脇は若干くぴれる。外面上位鈍い黄樺色・下半

被熱で淡赤褐色・内面鈍い黄樺色。胎士に粗い砂粒を多量に赤色粒を少量含む。 2/3が残存。 4も同形で頚

部内面が稜を成す。最大径は口縁で、口径28.4cmを測る。摩滅で調整不明。鈍い黄櫨色。胎士に粗い砂粒を

多量に含む。 6は暗緑灰色頁岩質砂岩の剥片の下縁に両刃の刃部調整を行ったもので擦り切り用の石鋸の

残片と思われる。幅15・厚2mmを測る。後期初頭。

2 ）.不整形土壌SX02(Fig.5 Ph.4) SC03の東B3グリッドに位置し、これに切られる。周囲も撹乱に削平

され全体は不明。浅い溝状遺構が組み合ったもので、 5cm弱黒褐色粘質土が堆積する。遺物は少量の弥生

土器片・石器が出土する

出土遺物（Fig.6）。 7は短い平坦口縁の壷で、口縁内面が段を成す。器表は摩滅し調整は不明。樺色

を呈し細かな砂粒・赤色粒を少量含む。 8は平坦口縁の蓋で同じく調整不明。胴が張る。澄色を呈し粗い

Ph.4 SC03 ・ SD04 ・ SX02 （南西から）
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Fig.6 SC03・SX02出土遺物実測図（1/3)
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砂粒を多く赤色粒を少量含む。 9は前期混入の壷底部で外底が上げ底。外面ヨコナデ。外底脇は強くくび

れる。浅黄櫨色。胎土に粗い砂粒をやや多く含む。中期初頭～前半。

3）溝状遺構SD01 (Fig.5) SX02の北B3グリッドに位置し、これを切る。西端は撹乱に削平され不明。

幅55深さ15cm程の溝で、黒褐色粘質土の覆土で、下半は地山土混じりの客土で埋められる。方位をNー76° -

Eにとり、 SC03と直交位置にあり一連の遺構の可能性もある。遺物は弥生土器小片が出土する。

出土遺物（Fig.7）。 10は屈折口縁蓋で頚部内面が稜を成す。器表が摩滅し調整不明。糧色。胎士に砂

粒をやや多く赤色粒を少量含む。 11は蓋胴部片転用の土器片円盤。周縁を打ち欠きで円形に整形。径

40・厚7mm・ 11 gを測る。中期前半。

SD04 (Fig.5) SC03の西B4グリッドに位置し、これに切られる。幅50深さ5cm程の溝で、南部で、幅を広げ

屈曲し一部がSC03の底面にのびる。周辺も撹乱に削平され全体は不明。竪穴住居の可能性も考えられ

る。遺物は弥生土器20数片が出土する。

出土遺物（Fig.7）。 12は鉢の小片で、外面は器表が摩滅し調整不明。内面は下半にヨコ板ナデ後ヨコ

ナデ。浅黄櫨色。胎士に粗い砂粒をやや多く赤色粒を少量含む。後期初頭。

4 ）.土壌SK08(Fig.5) E3グリッドに位置し、西半部を撹乱に削平される。現況で92＋α×115cm・深さ

10cm程を測り、底面は平坦。覆土は黒褐色粘質土で中位に客土が成される。土器7片出土。

出土遺物（Fig.7）。 13は屈折口縁査で頚部内面が稜を成す。器表が摩滅し調整不明。樺色。胎士に砂

粒をやや多く赤色粒を少量含む。中期前半。

5 ）.柱穴出土遺物（Fig.7Ph.8) 14～16はA4・ SP6出土。 14・15は屈折口縁蓋で14で口径28.2cm。内外

面ヨコナデ。外面澄色で被熱で器表が爆ぜる。内面黄灰色。 15は口唇を凹線器気味に仕上げ内面端部が

やや突出する。器表が摩滅し調整不明。浅黄樺色。胎土に砂粒をやや多く含む。 16は径22幅5.5cm程の輪

を1/5程に裁断した様な土製品で、平坦な底面にスサ・籾圧痕等が残る。表面は樺色・上断面は褐灰色

で、四分割した割高台状の底部と考えられる。胎士は砂粒を多く含み多孔質・軟質で鋳造の取瓶かガラス

勾玉鋳型の底部の可能性が高い。中期前半。 17はB3・ SP3出土の壷底部。やや広めで外底をヘラナデで上

げ底とする。摩滅により器表の調整不明。澄色で胎土精良。中期後半。 18はB4・SP5出土石剣刃部。径24

cmの柱痕跡の底面に据えられている（Fig.5 Ph.7）。中茎が欠損し、現況で17.9×4.7×1.0cmを測る。頁岩

質砂岩製で敵打により鏑を除去し平坦に仕上げ一部研磨にかかっている。前期末～中期初頭か。

Ph.6 SC03土器出土状況（南から） Ph.7 B4 ・ SP05石剣出土状況（北カミら）
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6 ）.その他の出土遺物（Fig.7Ph到 Fig.7・ 19～28は後代の遺構や撹乱等の混入遺物。 19は板付EA式

要。口唇下端に刻目。外面ナデ・内面はヨコハケ以下ケズリ後ナデ。外面鈍い黄櫨色・内面澄色。胎土に

粗い砂粒を多く赤色粒を少量含む。 20は三角口縁の聾で口唇に刻目。他の調整は摩滅のため不明。胎土

に砂粒をやや多く含む。前期末。 21は短い平坦口縁の斐で外面はタテハケ。樺色を呈し胎土に粗い砂粒

を多く含む。中期初頭～前半。 22は丹塗り筒型器台の脚部。端面に凹線を施し外面は丹塗り研磨。内面

は樟色を呈し胎士は精良。中期後半。 23は広く薄い嚢底部。摩滅のため調整は不明。外面樺色・内面黒

灰色。中期後半。 24は円筒形土器。平坦底部で、径12.6cm。外面はタテハケ後ヘラナデ・内面ヨコハケ後ヨ

コヘラナデ。外面鈍い黄櫨色・内面灰褐～糧色。雀居遺跡第5次調査に類例があり、半島系の可能性も考

えられる。前期か。 25・26は平坦口縁の蓋で内面端部が若干突出する。 25は口径25.4cm・摩滅で調整不

明。樫色で胎土に粗い砂粒をやや多く赤色粒を少量含む。 26は口径30.4cm。外面頚部下に低い三角突帯を

施しタテハケ調整。内面は摩滅。鈍い樫色で胎土に粗い砂粒をやや多く赤色粒を少量含む。中期前半。

27は「く」字口縁の斐で、口径18.0cmo外面タテハケで、内面は摩滅。黄褐色。胎士に粗い砂粒を多く含む。

SC03出土の可能性が高い。 28は黒耀石製削器で28×14×4mmの横剥ぎ剥片の主剥面左全側と右上半に刃潰

しを施し、右下半が使用で刃こぼれする。晩期～弥生前期。

7-18 
7-24 

Ph.8 弥生時代出土遺物
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3.古墳時代の調査

古墳時代の遺構は中央部に溝SD06・土壌SK07の2基と若干の柱穴があるのみで、遺構は少ない。遺物

も後期のみで、前期は欠落する。

1）溝SD06(Fig.9 Ph.9・10)D4グリッドに位置、土墳SK07を切る。幅85深さ35cmを測り、方位をN」

22° 一Eにとり、西側で南に屈折する。覆土は黒褐色粘質土で、底面は客土される。

出土遺物（Fig.9Ph.14）。 29は上面検出の須恵器杯蓋。口径14.4器高4.2cmを測る。天井部は右回転ヘラ

ケズリで4本単位のヘラ記号を対面に施す。内面中央には径6cmの同心円当て具痕が残る。灰色を呈し胎土

は砂粒を少量含む。焼成良好。6世紀後半。

Ph.9 

S006 

Ph.10 SD06土器出土状況（西から）

SD06 
1 黒褐色粘質士遺物包含

2 黒褐色粘質士一地山土中小プロックを弱含む

3 黒褐色粘賀土ー池山土中小プロックを%台む

SK07 
4 B自褐色粘買土ーやや赤味、砂質を負ぴる
5 淡褐色粘質土（ローム） I 

l：地山土
6 暗黄褐色粘質土（ローム）（鳥栖ローム上部ll

SK07 

Fig.8 SD06・SK07実測図（1/40)
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2 ）.土境SK07(Fig.9 Ph.9) D4グリッドに位置し、溝SD06に切られる。現況で2.13＋α×1.37m・深さ8

cm程を測り、底面は平坦。覆土はやや砂質を帯びる黒褐色粘質土。遺物は須恵器が4片と土師器・弥生土

器が少量出土する。 6世紀前半～中頃。

3 ）.その他の出土遺物（Fig到 Fig.9の30・31は後代の遺構と検出面の混入遺物。土師器の把手。30は

「く」字に屈折する口縁の頚部に貼付され、器形から移動式竃の可能性が高い。全面指頭圧とナデで整

形。鈍い黄樺色を呈し、胎土に粗い砂粒を多く含む。 31は直線的に上方がやや広がり、甑の把手と考え

られる。全面指頭圧とナデで整形。糧色を呈し、胎土に砂粒をやや多く赤色粒を少量含む。

4. 中世の調査

中世の遺構は調査区北半部にまとまる。検出した遺構は井戸1基 ・土墳1基・溝l条・柱穴若干と、古墳

時代に次いで、少ない。時期も中世前期でまとまる。

1 ）.井戸SE10・SK09(Fig.10 Ph.11) E2グリ ッドに位置する。土墳SK09との切り合いととらえて掘削

したが、覆土が同一であり、 SK09底面の扶り込みがSElOと連結しており、同一の遺構と判断した。径90

cmの主体部と径70cmの中段の2段掘りとなっており、検出面から深さ2.7mまで遺存する。主体部の下

1.25m分は木桶の井筒と思われるが腐朽している。検出面より1.5m下が八女粘土との境で湧水面となって

おり、 井筒はこの20cm下方までしか設置されず、湧水上面は汲み上げ時の水波で、壁面が10cm以上扶れる。

井筒上面までは黒褐色粘質土が自然に堆積し、以上は地山土混じりの灰褐色土で客土される。

出土遺物 （Fig.11Ph.14）。 32は土師器杯。内面ケンマ・外底回転糸切り。底径9cm。暗灰色で胎土は

精良。 33はE類の鍔付き滑石製石鍋。 1/6が残存し、口径25.8cm。外面に煤が付着。内面ケズリ後ケンマ。

Ph.11 SElO（左）・SKll（右・北から）

／日

Ph.12 SKll土層断面（北東から）

SK09 

7c
 

d
一×

幻。
。 10cm 

Fig.9 SD06他出土遺物実測図（1/3)
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破断面に部分的に鋸引き痕 ・面取りがある。34は同安窯系青磁皿。見込みに櫛描文。外底に墨書で 「十

口」を記す。 35は白磁碗口縁片。ややオリーブがかった淡灰色不透明粕を掛ける。36は十瓶焼きの聾

片。外面に斜格子叩き内面に平行当て具痕を残す。。 37・38は土師器域。37は高台径7.4cm。外底に板圧

痕。鈍い褐色。 38は高台径8.0cm。外面ヨコナデ内面にヘラ当て痕。浅黄櫨色。39は口縁上面に席圧痕を

残す土鍋。鈍い黄澄色。胎土は粗い砂粒をやや多く含む。 12世紀後半。

2 ）.土墳SK11(Fig.14 Ph.12) F4グリ ッドに位置す

る。多くを撹乱に切られるが、現況で3.35＋α×2.0+

αm・ 深さ25cm程を測り、西部の浅く平坦な底面から

径2.2m程が円形に窪む。西半部は半分程埋められ、後

は自然に堆積する。

出土遺物 （Fig.11)40は土師器皿。口径12.4器高2.5

cmを測る。 内外面回転ナデ・ 外底回転糸切り。鈍い樺

色を呈し砂粒を少量含む。12世紀後半。

3）溝SD05(Fig.14 Ph.13) D2グリッドに位置し、

幅85深さ8cmを測り、方位をN-31° -Wにとる。覆

土は灰褐色砂質土が堆積する。遺物は白磁・土師器小

Ph.13 SD05（北東から） 片が出土する。

SE10 

、勺久手

SK09 

J 

SK09・SE10 

霊皇室コ主

'Ill 

／ 
／／  

「F

SE10 
I 灰褐色混砂粘質土ー暗黄灰色砂質士大プロックを括古む
2 黒褐色粘質土

3 黒褐色粘質土ー地山土中小プロック、少離を%宮む
4 黒褐色粘質土ー地山土中小プロァクを少量古む
5 赤褐色ローム（鳥栖ローム上部） I 
6 黄褐色砂質ローム（鳥栖ローム下部） ｜i地山土
7 灰白シルト（八女粘土） ｜ 
自 灰白細砂 I 

0 1m 

SD05 1 暗灰褐色砂土
2 暗灰褐色砂土地山中小プロックを%台む

ー
ノ

fiu＼

＼＼〉

L=5.7m 

／ 与 ＿...－－ープ？、、 一攻、ーニ ー。一士、「h
メ a，一、－ 5 "-. 3 て一一一～ 1’＼＼
作、＿..二、日三一一F L、 -SC-一一一～一二三三よ：－－2->-..

『 』 一』 . －－－＝三三三

SK11 －『J
I 黒褐色士一土器多く包含
2 黒褐色土一地山土中・4、プロックを括合む
3 黒褐色土ー地山土小プロックを少量含む
4・6 黒褐色土ー地山土大 ・中プロックを%含む
5 黒褐色土ー地山土大 ・中プロックを括含む。 1m 

Fig.10 SElO・SK09・SKll・SD05実測図（1/60・1/40)
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出土遺物 （Fig.11)41は白磁碗口縁片。淡灰色不透明紬を掛け細かな貫入が入る。12世紀後半。

4 ）.その他の出土遺物（Fig.11)42は同安窯系青磁皿。見込みに櫛描き劃花文。43は龍泉窯系青磁碗。

体部内面に片切の蓮華文に雲文・見込みに印花文。粕は高台畳付けまで掛ける。 44は白磁印花蓮華文

皿。灰白色透明紬を外底際まで掛ける。口唇に施粕前の5mm程の切り欠き阿部内面に幅2.5cm程炭化物が付

着し灯明皿として使用。 45は滑石製石鍋片。ひび割れを鉄鎚で固着したものでこれを底面から径7mmの鉄

鋲を打ってかしめる。破断面は一部面取りされる。 46は鉄製万子か。全長18.0で錆膨れが著しい。44以外

は南部撹乱・ SC03上面の包含層中からであり溝が存在した可能性が高い。

＼一一斗：E二マJ

SE10 

、＼）ーよ二三フラ

マロ4

SK09 

一一一一二
47
 

鋭乱 42 

包含眉

去二二世与え＼ ひ

iwL

安
匂
－ー、皆、

zl
r
 

-,[2=二

SK11 

七~o

」p主三J
撹乱 43 検出面 44 

D亡亡二二二二二コ。
45 

。 10cm 

Fig.11 SElO・SK09・11・SD05他出土遺物実測図（1/3)

-15 -



ill. 小結

調査の結果、本調査区は遺跡の南東隅近くに位置し、全面に遺構が展開する弥生集落の中心部の一部で

あり、御笠川付近まで遺跡が濃密で、あることが確認された。撹乱がなければより明確に把握できたと思わ

れる。

検出した遺構は弥生時代中期初頭～前半の不整形土墳l基・溝l条・土境l基、後期初頭の竪穴住居l戸・

溝l条、古墳時代後期の土壌l基・溝1条、 12世紀後半井戸l基・土墳I基・溝I条ほか柱穴多数で、弥生時

代～平安時代の集落であることを確認した。

遺物は、各遺構から弥生土器・石器・土師器・須恵器・貿易陶磁器などコンテナ3箱分検出した。

本調査区周辺では現在までに6次にわたる調査が実施されており、時期ごとに集落の中心が小範囲で移

動していることが今回の調査を含めて明らかになりつつある。弥生時代の遺構は本調査区を含め第4・6次

調査区を含む東部に広がり、西の第1・3次調査区では検出されない。前期の遺構は第4・6次調査区に中心

があり、貯蔵穴・墓群が検出される。中期は本調査区の立地する南東部まで集落が拡大する。後期初頭か

ら前半期は第4・6次調査区では遺構は認められず、南東部に中心が移行している。後期後半～古墳時代前

期は逆に本調査区では検出されず、北の第4・6次調査区にまた中心が戻り竪穴住居群・掘立柱建物・溝・

井戸等が検出される。古墳時代後期には西部まで集落が拡大し第1・3次調査区でも溝・土壌が検出されて

いる。古代は全体的に希薄で、、 12世紀以降に中世集落が再び全域に展開するようである。

遺物としては柱穴出土の弥生中期前半・鋳造関連土製品16の出土が注目される。

11-33 

11-42 匿圏直函量
曙

圃馳
11・44

11-46 

Ph.14 古墳時代・中世の出土遺物
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ふりがな ふりがな コード 北緯 東緯 調査面積
調査期間 調査原因

所収遺跡名 所在地 同町村 遺跡番号
。，，， 。，，， m 

さ山んの王う遺跡 福ふく岡おか市し博はか多たく区さ山んの王う 33° 130° 

第5次調査 2丁目25-9
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

山王遺跡 集落 弥生 竪穴住居 弥生土器 弥生時代中期前半・後期初頭・古墳時代後期・中世

古墳 溝 石器 前期集落・弥生中期前半鋳造関連遺物

中世 土墳 士師器

井戸 須恵器

貿易陶磁器
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